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木
曽
石
分
校
の
歴
史
が
始
ま
っ
た
の
は
、

昭
和
二
十
三
年
七
月
。
緑
に
囲
ま
れ
た
太
平

山
の
ふ
も
と
、
木
曽
石
地
区
に
小
さ
な
木
造

校
舎
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
本
校
で
あ
る
太

平
小
学
校
ま
で
は
約
五
㌔
。
子
ど
も
の
足
で
約

一
時
間
三
十
分
の
距
離
で
す
。
当
時
、
太
平

小
学
校
の
児
童
数
は
五
百
人
ほ
ど
。
そ
の
う

ち
木
曽
石
分
校
に
は
十
九
人
の
児
童
が
通
い

ま
し
た
。

分
校
の
周
辺
は
、
ま
さ
に
自
然
一
色
。
校

舎
の
す
ぐ
下
を
八
田
川
の
清
ら
か
な
水
が
流

れ
、
晴
れ
た
日
に
は
、
太
平
山
の
頂
も
手
が

届
く
か
と
思
う
く
ら
い
近
く
に
見
え
ま
す
。

時
に
は
カ
モ
シ
カ
、
タ
ヌ
キ
が
ひ
ょ
っ
こ
り

顔
を
出
す
こ
と
も
。
自
然
の
豊
か
さ
は
、
市

内
の
ど
こ
の
学
校
に
も
負
け
ま
せ
ん
。

分
校
の
児
童
数
は
、
団
塊
の
世
代
が
小
学

生
だ
っ
た
昭
和
三
十
二
年
に
は
四
十
二
人
に

ま
で
増
え
ま
し
た
が
、
そ
の
後
は
だ
ん
だ
ん

と
減
り
続
け
ま
し
た
。
昭
和
五
十
年
こ
ろ
か

ら
は
、
十
人
を
割
る
状
態
が
続
く
よ
う
に
な

り
、
と
う
と
う
こ
の
春
の
統
合
が
決
ま
り
ま

太
平
小
学
校
木
曽
石
分
校
　
三
月
閉
校

四
月
か
ら
、
太
平
小
学
校
と
統
合
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
木
曽
石
分
校
。

山
あ
い
の
小
さ
な
分
校
で
し
た
が
、

そ
こ
で
育は

ぐ
く

ま
れ
た
愛
情
の
絆き

ず
な

は
、
強
く
、

そ
し
て
、
あ
た
た
か
い
も
の
で
し
た
。

山
と
川
に
囲
ま
れ
て

なかよし３人組の４年生

たくさんの思い出をくれた校舎です



し
た
。

現
在
は
一
年
生
一
人
、
二
年
生
四
人
、
四
年

生
三
人
の
、
合
わ
せ
て
八
人
の
子
ど
も
た
ち
が

通
っ
て
い
ま
す
。
校
舎
に
は
、
一
・
二
年
生
用

の
教
室
が
一
つ
と
、
四
年
生
用
の
教
室
が
一
つ
。

給
食
は
八
人
い
っ
し
ょ
に
仲
良
く
食
べ
ま
す
。

休
み
時
間
は
体
育
館
に
集
ま
っ
て
、
み
ん
な
で

一
輪
車
。
ま
だ
う
ま
く
乗
る
こ
と
が
で
き
な
い

一
年
生
に
、
二
年
生
、
四
年
生
が
や
さ
し
く
教

え
ま
す
。
思
い
や
り
の
心
で
結
ば
れ
た
八
人
の

絆
。
小
さ
な
分
校
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
ん
な
に
強

い
も
の
に
な
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

秋
田
市
の
小
学
校
に
は
、
い
く
つ
か
の
分
校

が
あ
り
ま
し
た
。
八
田
分
校(

下
浜
小)

、
中
ノ

沢
分
校(

大
正
寺
小)

、
平
尾
鳥
分
校(

種
平
小)

、

左
手
子
分
校(

種
平
小)

、
そ
し
て
木
曽
石
分
校

（
太
平
小
）
…
。
木
曽
石
分
校
以
外
は
す
で
に

閉
校
し
て
い
ま
す
か
ら
、
木
曽
石
分
校
が
秋
田

市
最
後
の
分
校
で
す
。
五
十
九
年

の
歴
史
と
と
も
に
、
今
、
そ
の
役

目
を
終
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

閉
校
式
は
三
月
二
十
五
日
。
子

ど
も
た
ち
は
春
か
ら
、
ス
ク
ー
ル

バ
ス
で
本
校
に
通
い
ま
す
。

分
校
さ
ん
、
さ
よ
う
な
ら
。
た

く
さ
ん
の
思
い
出
を
あ
り
が
と
う
。

閉
校
に
よ
せ
て

校舎のまわりにある木の葉っぱ
を使って、押し花の額を作りま
した。真ん中には、お世話にな
った校舎の写真を貼ったよ！

太
平
山
も
分
校
を
見
守
っ
て
く
れ
ま
し
た

廊下、時計、手洗い場…。思い出がいっぱい

最
後
の
分
校

分
校
で
は
、
た
く
さ
ん
の
思
い
出

が
で
き
ま
し
た
。
川
探
検
が
一
番
楽

し
か
っ
た
な
。
な
く
な
っ
て
し
ま
う

の
は
と
て
も
悲
し
い
け
ど
、
分
校
の

こ
と
は
、
い
つ
ま
で
も
忘
れ
ま
せ
ん
。

太
平
小
学
校

木
曽
石
分
校
四
年

佐
藤
優
紀
さ
ん

１・２年生は同じ教室で授業
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秋
の
お
店
ご
っ
こ
が
楽
し
か
っ
た

な
。
山
で
拾
っ
て
き
た
松
ぼ
っ
く
り

や
ど
ん
ぐ
り
を
使
っ
て
リ
ー
ス
を
作

っ
た
り
…
。
分
校
、
あ
り
が
と
う
。

太
平
小
学
校
で
は
、
友
だ
ち
を
た
く

さ
ん
つ
く
り
た
い
で
す
。

太
平
小
学
校

木
曽
石
分
校
一
年
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橋
響
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さ
ん


